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本研究は，持続可能な発展のための教育 (ESD) の視点に立った社会科の学習指導の考察および，

新科目「社会科学入門」における実践報告である。 ESDの視点に立った学習指導を考察し，それを高

等学校の授業に適用してカリキュラム・内容編成を行った「社会科学入門」という新科目と，その授業

実践を示し，この取り組みがもつ特徴を明らかにするとともに，従来の取り組みとの相違点を示す。ま

た，「交渉」を中心にした授業のあり方について提案する。

1 . はじめに
広島大学附属福山中・高等学校では，文部科学省研究

開発学校指定のもと，平成 24年度から，「持続可能な社

会の構築をめざしてクリティカルシンキングを育成す

る，新教科『現代への視座』を柱にしたすべての教科で

取り組む中等教育教育課程の研究開発」という研究開発

課題に取り組んでいる I)。高等学校 1年では，「社会科

学入門」という科目を創設し我々の消費生活の基盤とな

っている「科学技術の発達，消費社会，福祉社会」など

をテーマに，持続可能な社会を構築するために必要な能

カの育成を図っている。

国立教育政策研究所は，持続可能な発展のための教育

（以下， ESD) の視点に立った学習指導を進める上で

の留意事項として，以下のように述べている。

「ESDの祝点に立った学翌指導を淮める上では，教

材（学醤課題，学晋内容）を内容的・空届7的・皓閉

的につなげること，学晋者周士，学晋者と勉の立楊

．泄代の人々，学晋者と地戚・社芸などをつなげる

こと，身につけた能カ・態度を具体的な行動に移し，

実践につなげることが大切です。

そして，呉体的な課題の発見・探衣・解決の過程

で，児産生従自らが袴続可能な社芸づくりに閉する

幼倣観を身に付け，首らの意志を決定し，行動を変

革していくことができるよう配慮することが大切で

す。 2)」

現在，このような視点に立ち様々な学校でESDの取

り組みがなされているが，学習課題，学習内容の工夫以

外の部分で困難を感じている教師が多いように思われ

る。そこで，本稿では上記の留意事項をふまえ，生徒同

士で話し合う活動をさせる授業のポイント，ひいてはE

SDの視点に立った学習指導をより行いやすくするため

の考え方について考察・整理し，研究開発の実践報告を

行う。また，当校で取り組んできた「クリティカルシン

キングを育成する中等教育教育課程の開発」 3)および

市民的資質育成に関する研究をふまえた考察を行う。

2. ES  Dの視点に立った学習指導の考察
ここでは，前章で紹介した留意事項を分析する。

まず，「教材（学習課題，学習内容）を内容的・空間

的・時間的につなげること」については，教材の通時性

• 共時性を意識することがポイントとなろう。通時性は，

ある事象の歴史的な変化を検証することにつながるの

で，「教材を時間的につなげること」になる。そして共

時性は，同一時における変化や差異に着目することにな

るので，例えばある事象に関して各地域でどのような差

異があるのかというように「教材を空間的につなげるこ

と」になる。「教材を内容的につなげること」は，既習

事項を用いて新たな課題を探求させたり，教科間連携を

図ったりといった方法がある。

現在，生徒自身に話し合いをさせる授業が重視され，

「学習者同士をつなげること」が進められているが，こ

こでのポイントは，話し合いを通じて生徒自身に変容が

起きることであろう。話し合いは既存の知識に基づいて

行われ，その知識を生徒同士が共有しつつ進められるも

のである。よって，まず話し合いに必要な知識を十分に

獲得させておく必要がある。また，自分の身の回りにあ

る様々な環境，そしてその変化に着目するよう，事前に

指導しておく必要があろう。それは，「具体的な課題の

発見・探求・解決の過程で，児童生徒自らが持続可能な

社会づくりに関する価値観を身に付け， 自らの意志を決

定し，行動を変革していくこと」を可能にするために必

要な現実感を養うことになると考えるからである。

「学習者と他の立場の人•世代の人々，学習者と地域

・社会などをつなげること」を実践に取り入れるために

は，価値観の相違を扱うのがよい。それは，望ましい社

会についての見解は人によって異なり，社会はそのよう

な個人の集合によって形成されるのだから，持続可能な

社会を構築することを考えるためには，個々人が互いに
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